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（評価結果） 

Ａ－（研究領域の設定目的に照らして、概ね期待どおりの成果があったが、一部に遅れが認められ

た） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、電荷、クーパー対、電子スピン、核スピン、フォトン、フォノンなど異なる物理量

の小規模な量子力学的結合を実現し、ある物理量の量子状態・情報を別の物理量に受け渡す手法、す

なわち「量子トランスデューサ」を可能にすることで超高感度量子計測技術の実現を目指す研究であ

る。量子基礎研究に関して優れた成果が多く得られ、想定された計画はほぼ順調に進展したと言え

る。 

  一方で、「ハイブリッド量子科学」が新学術領域研究として何を指すかは不明確であり、広範にわ

たる物理量を統一的にまとめる学理の構築には至っていない。また、応用に関しても、量子トランス

デューサを利用した計測分野への貢献や、広がりのある応用分野へ展開する具体的な道筋を明らかに

していくことが期待される。 

 

 

  


